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樟樟のの青青葉葉  
くく  すす  ああ  おお  ばば  



早津江病院理念 

博愛の心を持ち、躍動感に溢れた医療を実施する為に、ここ（早津江病院）に集い、 

われらの英知を傾けよう。 

          は：博愛 こころ 精神 

          や：躍動 活気ある病院 前向きな姿勢 

          つ：集い チーム医療 

          え：英知 創造 判断力 

基本方針 

＊開かれた精神医療をめざすために、チーム医療の充実を図り、専門医療を確立する。 

＊精神障害者の偏見を取り除き、患者の権利・患者の尊厳を守り、患者中心の医療を 

実践する。 

＊障害者と地域との共存を図るために積極的に地域活動への参加を行う。 

   

   

   
「新型コロナウイルス感染症」の世

界的な大流行から、約半年が経過しま

した。皆さんはいかがお過ごしでしょ

うか。佐賀県内においても緊急事態宣

言が解除され、元通りというわけには

いきませんが、徐々に日常を取り戻し

てはいます。一方、７月４日未明に起

こった豪雨災害では九州各地で多数

の被害が発生しました。被害に遭われ

た皆さんへ心よりお見舞い申し上げ

ます。 

当院ではスタッフを始め、患者さん

にも「新型コロナウイルス感染症」を

発症された方はいらっしゃいません。

これも皆様のご協力があっての結果

だと思っております。この場をお借り

しまして感謝申し上げます。 

さて、当院では７月より東１病棟の

病床数が６０床から４８床へ減床と

なりました。また、新型コロナウイル

ス感染症対策として面会を中止させ

ていただいておりましたが、５月下旬

より、ご家族の方に限り、事前に電話

にてご予約を入れて頂くなど、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早津江病院 院長 

松永 高政 

一部条件付きではございますが制

限を緩和し、面会を再開いたしまし

た。 

依然としていつ終息するかわから

ず、不安な日々をお過ごしのことと

お察しいたします。我々も終息を願

いつつ、第２波への警戒を怠らず、

今後も感染対策に取り組んで参る

所存です。院内にウイルスを持ち込

まない、広げない、その為にも皆さ

んのご協力も不可欠となります。ご

不便をお掛けいたしますが、感染防

止対策にご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

 

院長挨拶 



 

 

地域奉仕活動について 
 

当院では毎年、地域奉仕活動として、地域の除草作業・ゴミ拾いを行ってい

ます。今年度も地域奉仕活動を行いました。 

第１回の地域奉仕活動は 5 月に行う予定でしたが新型コロナウイルスの 

影響により中止となってしまいました。（写真は昨年度） 

 

 

 

 

 

第２回の地域奉仕活動は６月６日（土）に病院周辺のごみ拾いを行いました。

職員がそれぞれのグループに分かれてごみ拾いを行い、道端に捨てられている

様々なごみを回収しました。回収したごみを分別すると、中には危険とも思わ

れるごみも多くありました。新型コロナウイルスの感染予防の為、参加者全員

にマスクの着用、三密を防ぐためソーシャルディスタンスの確保を徹底し、例

年とは異なる点もありましたが、天候にも恵まれ多くのゴミを回収することが

出来ました。 

また、集めた草やゴミの山を見ると、すっきり晴れやかな気持ちになりまし

た。今後もこの様な活動を続けていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

開院 6４周年記念式典 
 

令和 2 年 5 月 20 日（月）に、特定医療法人樟風会 早津江病院開院 64 周

年記念式典が開催されました。新型コロナウイルスの影響により、今年度は早

津江病院内多目的ホールでの開催となりました。また、三密を避ける為、祝賀

会の中止及び、式典参加者も表彰者を中心に規模を縮小しての開催となりまし

た。 

開院 64 周年記念式典は、永年勤続者と多くの研修会に参加され自己研鑽に

神庭られた職員に表彰があり、それぞれの職員に賞状と記念品の贈呈がありま

した。今年度の永年勤続者は 35 名、研修会参加ポイント表彰者は 13 名いら

っしゃいました。 

 

永年勤続表彰者（一部抜粋） 

勤続 35 年 簑原淳行（看護師） 

勤続 25 年 平野陽子（看護師）他 5 名 

他 28 名 計 35 名 

勤続 20 年 4 名、勤続 15 年 1 名 

勤続 10 年 5 名、勤続 5 年 18 名 

 

 

 

～～～航空券抽選～～～ 

 昨年度より始まった職員への佐賀国際空港と羽田国際空港の 

往復特典航空券プレゼントですが、今年も開院記念式典の 

アトラクションとしてペアチケットが用意されました。 

今後も企画を増やしていければと思います。 

永年勤続者表彰 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の樟風会行事について（予定） 
 

今年度、樟風会の行事についてですが例年行っている敬老会（9 月）および 

樟風祭（10 月）については、現在のところ開催する予定となっております。 

 新型コロナウイルスの影響等も考慮し、三密を避ける為、一つの場所に多く

の方が集まらない様、病棟毎の開催や規模を縮小する形となる場合もございま

す。例年、ご家族様や来賓の方もご招待しておりますが、今年度は当日の来院

をご遠慮頂く可能性がございます。行事の開催案内については 8～9 月に順次

文書の発送にて案内させて頂く予定です。ご理解の程、宜しくお願い致します。 

理事長 松永啓介 院長 松永高政 

ソーシャルディスタンスを意識し、 

多目的ホール全体を使い職員同士 

間隔を取って行いました。 



 

 

 

 

  

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 2 月１5 日（土）に佐賀市立南川副公民館にて｢第 15 回早津江病院学会｣を開催し

ました。今回のテーマは、「樟風会が目指す地域移行の将来像」とし、一般演題に 9 例を各所

属代表者に発表して頂きました。 

一般公演では、入院患者の病状の特性を理解した関わり方や支援に関する取り組みなど様々

な内容に関しての発表が行われ、特別講演は、さが恵比須メンタルくりにっくの精神保健福祉

士：福浦夕起子様にお願いし、演題は「それぞれの生き方に向き合うということ」について講

演され、とても興味深い内容となりました。 

 今後も、早津江病院学会を充実した内容で行えるよう取り組んで参りたいと思います。 

 

  発表者 テーマ 

一 

般 

演 

題 

東２病棟 

看護師 坂井 えみ子 

「精神科病棟における鍵の洗浄方法と清潔意識の変化」 

    ～アンケート調査から見えてきたもの～  

外来 

看護師長 雪家 由美 
「新規外来患者の動向と治療終了者の実態」 

西３病棟 

看護師 坂田 紀代子

「重度かつ慢性病棟患者の現状とスタッフの不安」 

    ～患者の安全な入院生活をめざし～ 

西２病棟 

准看護師 今里 めぐみ 

「地域移行機能強化病棟における 

クリニカルパスシート使用による現状と課題」 

東２病棟 

介護士 矢ヶ部 翔太

「入院患者の私物管理について」 

～タブレットを用いた管理方法の確立～ 

東１病棟 

准看護師 岡本 まゆみ
「看取りパンフレット導入に向けての取り組み」 

社会福祉法人 こもれび会 

デイサービスセンター けやき荘 

介護士 山田 花子 

「整容を整えることから始まる私たちの生活支援」 

ゆりの木苑 

看護師 今村 和史 

「認知症治療病棟におけるヒヤリ・ハットレポートの 

意識調査」 

～新人教育指導方法獲得のために～ 

医局 

医師   酒村 勇太 

「私が経験した多職種連携」  

～退院困難なケースとの関わりを通して～ 

特
別
公
演 

さが恵比須メンタルくりにっく 

精神保健福祉士 

福浦 夕起子 様 

「それぞれの生き方に向き合うということ」 

～佐賀ＡＣＴの取り組みから地域移行・定着を考える～ 

   

 

 

 

 

 

 
 

編集後記 

 夏本番を迎え、気温は３０℃を超え、湿度も高い日が続いております。 

暑い中でマスクを着用し続けると体内に熱がこもりやすくなったり、のどの渇きを感じづらくなる為、

熱中症や脱水症状のリスクも高まるそうです。こまめな水分補給を行い体調を崩されないよう体調管

理にはくれぐれもお気を付けてお過ごしください。            広報イベント委員会 


